
第 6 4号 議 案

令 和 ５ 年 ２ 月 1 0日 

任 用 給 与 課 

「職員に関する条例」に対する人事委員会の意見聴取について 

  地方公務員法第５条第２項に基づき、令和５年２月８日付４議事第410号をもっ

て東京都議会議長より照会のあった議案（別添）に係る意見については、下記の

とおり回答する。 

記 

議 案 名 

１ 第29号議案 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一 

部を改正する条例 

２ 第30号議案 東京都組織条例の一部を改正する条例 

意  見 

異議ありません。 
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１ 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する

条例 

常勤職員の給与改定に伴い、所要の改正を行う。 

項 目 
該 当 条 文 内 容 

報 酬 の 額 

別表１（第２条関係） 

【報酬の限度額の引上げ】 

  常勤職員の給与との権衡を考慮し、報酬の限度額を引上げ 

（常勤職員の平均改定率 0.2％） 

○ 医療業務

  日額： 32,500円 →  32,600円 

  月額：656,000円 → 657,000円

○ 研究業務・教育業務

  月額：478,000円 → 479,000円

○ 一般業務

  月額：445,000円 → 446,000円

※ 医療業務の時間額、研究業務・教育業務・一般業務の日額及び時間額

の限度額は改定なし

費 用 弁 償 

別表３（第４条関係） 

【報酬の額の改正】 

費用弁償の額を算出する際に適用する旅費条例における職務の級を区分し

ている報酬の額を改正 

※ 日額及び時間額については改定なし

施 行 期 日 

附則 

令和５年４月１日 

改正前 改正後

旅費条例の規定により、職務
の級が５級である職員が受け
るべき額に相当する額

352,000円以上の
者

353,000円以上の
者

旅費条例の規定により、職務
の級が４級である職員が受け
るべき額に相当する額

306,000円以上
352,000円未満の
者

307,000円以上
353,000円未満の
者

旅費条例の規定により、職務
の級が３級以下である職員が
受けるべき額に相当する額

306,000円未満の
者

307,000円未満の
者

費用弁償の額
月額
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２ 東京都組織条例の一部を改正する条例 

福祉局及び保健医療局の設置に係る東京都組織条例の改正に伴い、東京都職員の特殊勤務手当に関

する条例について所要の改正を行う。

項 目 
該 当 条 文 内 容 

東京都職員の特殊 

勤務手当に関する 

条例の一部改正 

附則第２項 

【精神神経疾患診療等業務手当（第７条第１項第２号）】 

○ 「福祉保健局に所属する職員」→「福祉局に所属する職員」

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年７月１日 
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４議事第４１０号 

令和５年２月８日 

東京都人事委員会委員長 

  青 山  殿 

東京都議会議長 

三 宅 し げ き 

（ 公 印 省 略 ） 

「職員に関する条例」に対する人事委員会の意見聴取について（照会） 

 令和５年第１回定例会に提出のため、知事から送付された下記議案について、地方公

務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５条第２項の規定により、貴委員会の意見を求

めます。 

記 

１ 第 ２９ 号議案 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を

改正する条例 

２ 第 ３０ 号議案 東京都組織条例の一部を改正する条例 
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～ 目 次 ～ 

１ 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例（２頁） 

２ 東京都組織条例の一部を改正する条例（３頁） 

条 例 改 正 案 文 一 覧

別 添 

1



一

第
二

十

九
号
議
案

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
二
十
九
号
議
案

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

令
和
五
年
二
月
十
五
日

提
出
者

東
京
都
知
事

小

池

百

合

子

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
一
中
「
三
二
、
五
〇
〇
」
を
「
三
二
、
六
〇
〇
」
に
、
「
六
五
六
、
〇
〇
〇
」
を
「
六
五
七
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
四
七
八
、
〇
〇
〇
」
を

「
四
七
九
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
四
四
五
、
〇
〇
〇
」
を
「
四
四
六
、
〇
〇
〇
」
に
改
め
る
。

別
表
三
中
「
三
五
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
五
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
〇
七
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

非
常
勤
職
員
の
報
酬
の
限
度
額
等
を
改
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

5 . 第 1 回 定 例 会
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一

第
三

十
号
議
案

東
京
都
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
三
十
号
議
案

東
京
都
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

令
和
五
年
二
月
十
五
日

提
出
者

東
京
都
知
事

小

池

百

合

子

東
京
都
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
組
織
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局

　

保
健
医
療
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
表
中

「
福
祉
保
健
局

一

社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
に
関
す
る
こ
と
。　

を

二

保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

三

医
療
に
関
す
る
こ
と
。

」

「
福
祉
局

一

社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
に
関
す
る
こ
と
。

保
健
医
療
局

に
改
め
る
。

一

保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

二

医
療
に
関
す
る
こ
と
。

」

附

則

5 . 第 1 回 定 例 会
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二

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

２

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

（
東
京
都
障
害
児
通
所
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正
）

３

東
京
都
障
害
児
通
所
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
（
平
成
二
十
四
年
東
京
都
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

（
東
京
都
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正
）

４

東
京
都
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
（
平
成
十
八
年
東
京
都
条
例
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
福
祉
保
健
局
」
を
「
福
祉
局
」
に
改
め
る
。

（
提
案
理
由
）

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
東
京
都
の
福
祉
及
び
保
健
医
療
行
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
局
及
び
保
健
医
療
局
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
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～ 目 次 ～ 

 

１ 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例（２頁） 

２ 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例（４頁） 

条 例 改 正 新 旧 対 照 表 

参 考 
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非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改

正

案

現

行

第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

（
略
） 

別
表
一
（
第
二
条
関
係
） 

額
の
種
別

職
員
の
種
別

日
額
（
円
）

月
額
（
円
）

時
間
額
（
円
）

医
療
業
務
に

従
事
す
る
者

三
二
、
六
〇
〇

六
五
七
、
〇
〇
〇

（
現
行
の
と
お

り
）

研
究
業
務
に

従
事
す
る
者

（
現
行
の
と
お

り
）

四
七
九
、
〇
〇
〇

（
現
行
の
と
お

り
）

教
育
業
務
に

従
事
す
る
者

（
現
行
の
と
お

り
）

四
七
九
、
〇
〇
〇

（
現
行
の
と
お

り
）

一
般
業
務
に

従
事
す
る
者

（
現
行
の
と
お

り
）

四
四
六
、
〇
〇
〇

（
現
行
の
と
お

り
）

参

与

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
）

専

門

委

員

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
）

別
表
一
（
第
二
条
関
係
） 

額
の
種
別

職
員
の
種
別

日
額
（
円
）

月
額
（
円
）

時
間
額
（
円
）

医
療
業
務
に

従
事
す
る
者

三
二
、
五
〇
〇

六
五
六
、
〇
〇
〇

（
略
）

研
究
業
務
に

従
事
す
る
者

（
略
）

四
七
八
、
〇
〇
〇

（
略
）

教
育
業
務
に

従
事
す
る
者

（
略
）

四
七
八
、
〇
〇
〇

（
略
）

一
般
業
務
に

従
事
す
る
者

（
略
）

四
四
五
、
〇
〇
〇

（
略
）

参

与

（
略
）

（
略
）

（
略
）

専

門

委

員

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考 

（
現
行
の
と
お
り
） 

備
考 

（
略
） 

別
表
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 
別
表
二 

（
略
） 

別
表
三
（
第
四
条
関
係
） 

報
酬
の
額 

費
用
弁
償
の
額 

日
額 

月
額 

時
間
額 

別
表
三
（
第
四
条
関
係
） 

報
酬
の
額 

費
用
弁
償
の
額 

日
額 

月
額 

時
間
額 
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（
現
行
の
と
お

り
）

三
五
三
、
〇
〇

〇
円
以
上
の
者

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
） 

（
現
行
の
と
お

り
）

三
〇
七
、
〇
〇

〇
円
以
上
三
五

三
、
〇
〇
〇
円

未
満
の
者

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
） 

（
現
行
の
と
お

り
）

三
〇
七
、
〇
〇

〇
円
未
満
の
者

（
現
行
の
と
お

り
）

（
現
行
の
と
お

り
） 

（
略
）

三
五
二
、
〇
〇

〇
円
以
上
の
者

（
略
）

（
略
） 

（
略
）

三
〇
六
、
〇
〇

〇
円
以
上
三
五

二
、
〇
〇
〇
円

未
満
の
者

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
〇
六
、
〇
〇

〇
円
未
満
の
者

（
略
）

（
略
）

備
考 

（
現
行
の
と
お
り
） 

備
考 

（
略
） 
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東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
精
神
神
経
疾
患
診
療
等
業
務
手
当
）

第
七
条

（
現
行
の
と
お
り
）

一

（
現
行
の
と
お
り
）
。

二

福
祉
局
に
所
属
す
る
職
員
が
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
七

条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
業
務
に

従
事
し
た
と
き
。

２

（
現
行
の
と
お
り
）

第
八
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で

（
略
）

（
精
神
神
経
疾
患
診
療
等
業
務
手
当
）

第
七
条

（
略
）

一

（
略
）

二

福
祉
保
健
局
に
所
属
す
る
職
員
が
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二

十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
業

務
に
従
事
し
た
と
き
。

２

（
略
）

第
八
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で

（
略
）
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